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中嶋 晃 (愛媛大 ･医)
陣柿の測定は内･外計測の子宮内圧記掛こよる｡しか
しこの曲緑は改雑な蚊形を示し,その解析はまだ充分行
なわれていない｡耽々は分娩時猿子宮を用い,子宮壁各
所から筋花岡を記録し,内圧変化と対応させ,子宮各部
の収折と内圧変化の関係を枚討したo放流なげHlh.i,麻酔
下に間脳,Tti軌 rJj圧刑充用チ1-ブを班前校m倒し
た｡術挽特殊な杓子に動物を半田起し.慢性rJ3鮫を行な
った｡その結果以下の耶火が判明した｡
1.従来からの予想に反し.分娩初期微弱な印柿で
ち.同調性収桁が殆んどであらた｡すなわち,子河陀
肌 小火机 下W,等ですべて持枕は粒いが同調性の邦僻
I)r【鍋串夫(訳大･医)･坂口守彦･口内囲謬(以上.
天和病院)･大島清 (霊長研)との共同研究｡
が上方より下方に向って伝描け ることが多く,子宮各部
が独立に非同調性収桁を7T,･すことは的んどなかった｡
2.正常時柿の内圧汝形は主淡とそれに引絞くいくつ
かの副蚊の集合であり,この汲形は次々と伝描,通過し
ていく興智によって維持されている｡
3. しかし副故はこの統苑する興背が中途で消失した
り,速成が逝くなったり,岬に逆行性伝肺をおこしたり
するため,帥柿淡形の刑放.部分が松雄な形を皇するoそ
の蚊形を多数例について分析した.
4.主故の伝橘は下行性が多い(89%)｡しかし逆行す
るものもあり,しかもこれは分娩末期に比校的多く現れ
る｡
5.卵管の発生部位は今迄一例の子宮卵管fr1部にあっ
て,ここから子宮全面に拡がるとされていたが (jEづ耶TL
柿),.木実験の結果では多少の時間的弟F･t.はあっても両
側から興密が発し,扇状に拡がるものであることが明ら
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